
４回生 必修科目「情報Ⅰ」授業のシラバス 
教科名 情報 科目名 情報Ⅰ 単位数 ２ 単位 

科目の 
目標 

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を通して、問題の発
見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体的に参画するための資質・能力を育成する 

教科書 情Ⅰ704 高校情報Ｉ JavaScript 副教材 Ｐスタディ・Ｐプラス 

１ 学習の目標 

（１）効果的なコミュニケーションの実現、コンピュータやデータの活用について理解を深め技能を習得するとともに、情報社会と人との関
わりについて理解を深める。 

（２）様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。 

（３）情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。 
２ 学習の方法 
（１）予習について 

○教科書を読んできてください。読み物を読むようなイメージで、単語を覚えようとするよりも「情報の世界を味わう」というイメージ 
で読んできて欲しいと考えています。（聞いたことのある語句が多いです） 

（２）授業について 

○「意見を考える時間」「根拠を考える時間」「情報機器を活用して処理する時間」「自分の考えを表現する時間」を確保します。常に 
「なぜだろう」と考えながら授業を進めますので、授業には集中して臨んで下さい。また、疑問があれば質問したり、友達と話し合 
ったりして解決しましょう。 

（３）復習について 
○教科書や副教材の重要語句を復習しましょう。実技問題は放課後などに時間を見つけてパソコン室で繰り返し練習しましょう。 

〈学習アドバイス〉 
○情報と言うと、どうしても「集め方」ばかりを考えたり、「コンピュータの使い方を学ぶ」と誤解されがちです。しかし、情報の本質は、
情報への判断能力である「リテラシー」を身につけることにあります。情報の量だけ集めても、その中から必要なものを見いだす力や、

その情報を判断する力がなければ上手に活用できません。 
○日頃から新聞やニュースを見たり、書籍を読んだりする習慣をつけて下さい。授業では他の人との意見交換を行います。他者の考え方
を知ることで、初めて判断ができるようになります。積極的に自分の考えを表現してください。 

３ 評価について 

（１）評価の観点 

観 点 趣 旨 

①知識・技能 
情報と情報技術についての知識と技能、情報と情報技術を活用して問題を発見・解決する方法についての知識と技
能を身に付けるとともに、情報社会と人との関わりについては、情報に関する法規や制度及びマナー、個人が果た
す役割や責任等について、情報と情報技術の理解と併せて身に付けているか。 

②思考・判断・表現 
情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、様々な事象を情報とその結び付きの視点から捉え、複数の情報を結
び付けて新たな意味を見いだす力を養うとともに、問題を発見・解決する各段階で情報と情報技術を活用する過程
を振り返り改善することで、情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を身に付けているか。 

③主体的に学習に取
り組む態度 

情報と情報技術を適切に活用することを通して、法規や制度及びマナーを守ろうとする態度、情報セキュリティを
確保しようとする態度などの情報モラルを養い、これらを踏まえて情報と情報技術を活用することで情報社会に主

体的に参画する態度を身に付けているか。 

（２）評価の方法（以下観点①～③は「（１）評価の観点」と対応する） 

評価材料  
観点 

定期 
考査 

単元 
ﾃｽﾄ 

小 
ﾃｽﾄ 

実技 
実習 

発言
発表 

作品 
レポ 
―ト 

ﾉｰﾄ 
ワーク
シート 

討議 
資格 
検定 

  
 

①知識・技能    ○ ○ ○     ◎    

②思考・判断・表現    ○ ○ ○     ◎    

③主体的に学習に取り組む態度    ◎ ◎ ◎     ○    

 

〈担当者からのメッセージ〉 
○「情報に触れる習慣」と「日頃から考える習慣」を心がけましょう。書籍・新聞等を読み、人の意見を参考にしましょう。 

○情報社会への態度はしみこむようにして深まるものです。はじめは分からなくても、焦らず、じっくり取り組みましょう。 

■本校で目指す生徒像と身につける資質・能力 

高い知性 豊かな人間性 健康な心身 郷土愛と国際性 

探求心 情報活用力 調整力 

自律心 寛容さ 感受性 
生命尊 

重の心 

強くし

なやか

な心身 

日本人

として

の誇り 

多様性 

の尊重 
関心 

・意欲 

問題 

発見力 

情報 

収集力 

論理的 

思考力 

共感的 

態度 

意見交換 

・調整力 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ 
課題に関

心を持ち、

問題発見・

解決へ向

けて意欲

的に取り

組むこと

ができる。 

生じてい

る問題や

今後生じ

うる問題

について

理解し、解

決方法を

提案する

ことがで

きる。 

多様な視

点から必

要な情報

を収集し、

整理・分析

して、意見

に結びつ

けること

ができる 

事象や関

係を把握

し、多様な

情報を整

理・分析

し、論理的

に思考す

ることが

できる 

相手の感

情、思考、

行動を理

解し、共感

を示すこ

とができ

る。 

他者の主

張を理解

し、自分の

主張と調

整し、互い

に納得で

きる結論

を得るこ

とができ

る。 

強い意志

をもち、周

囲に流さ

れること

なく、困難

に立ち向

かうこと

ができる。 

異なる価

値観や多

様な特質

を理解し、

尊重しな

がら、互い

を高め合

うことが

できる。 

有形無形

の美や自

然に対し、

その価値

を素直に

受け止め

ることが

できる。 

命の尊さ

と健康の

大切さを

理解し、何

より自他

の生命を

尊重する

ことがで

きる。 

困難に負

けない強

い心と体

をもち、あ

らゆる課

題に対し

て柔軟な

対応がで

きる。 

郷土に対

する深い

理解と愛

着をもち、

日本のよ

さを伝え

ることが

できる。 

世界の多

様性を理

解し、多面

的・多角的

な視野か

ら他者と

接するこ

とができ

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４ 授業計画   ※【知識・技能】→①、【思考・判断・表現】→②、【主体的に学習に取り組む態度】→③ 
※授業内容を前倒しで行う場合があります。 
月 単元 学習内容 評価の観点 考査等 資質・能力 
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０１ 情報と情報社会 
０２ 問題解決の考え方 
０３ 法規による安全対策 
０４ 個人情報とその扱い 
０５ 知的財産権の概要と産業財産権 
０６ 著作権 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
０７ コミュニケーションとメディア 
０８ 情報デザインと表現の工夫 
０９ Ｗｅｂページと情報デザイン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０ デジタル情報の特徴 
１１ 数値と文字の表現 
１２ 演算の仕組み 
１３ 音の表現 
１４ 画像の表現 
１５ コンピュータの構成と動作 
１６ コンピュータの性能 
 
１７ ネットワークとプロトコル 
１８ インターネットの仕組み 
１９ Ｗｅｂページの閲覧 

とメールの送受信 
２０ 情報システム 
２１ 情報システム 

を支えるデータベース 
２２ データベースの仕組み 
２３ 個人による安全対策 
２４ 安全のための情報技術 
 
２５ データの収集と整理 
２６ ソフトウェアを利用したデータの
処理 
２７ 統計量とデータの尺度 
２８ 時系列分析と回帰分析 
２９ モデル化とシミュレーション 
 
３０ アルゴリズムとプログラミング 
３１ プログラミングの基本 
３２ 配列 
３３ 関数 
３４ 探索のプログラム 
３５ 整列のプログラム 

 

情報やメディアの特性を踏まえ、情報の
科学的な見方・考え方を働かせて、情報
と情報技術を活用して問題を発見・解決
する学習活動を通して、問題を発見・解
決する方法を理解するとともに、情報技
術が人や社会に果たす役割と影響、情報
モラルなどについて理解し、情報と情報
技術を適切かつ効果的に活用して問題を
発見・解決し、望ましい情報社会の構築
に寄与する力を養う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
目的や状況に応じて受け手に分かりやす
く情報を伝える活動を通じて、情報の科
学的な見方・考え方を働かせて、メディ
アの特性やコミュニケーション手段の特
徴について科学的に理解するとともに、
効果的なコミュニケーションを行うため
の情報デザインの考え方や方法を理解
し、コンテンツを表現し、評価し改善す
る力を養う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
情報通信ネットワークや情報システムに
より提供されるサービスを活用する活動
を通して情報の科 
学的な見方・考え方を働かせて、情報通
信ネットワークや情報システムの仕組み
を理解するとともに、データを 
蓄積、管理、提供する方法、データを収
集、整理、分析する方法、情報セキュリ
ティを確保する方法を身に付け 
るようにし、目的に応じて情報通信ネッ
トワークや情報システムにより提供され
るサービスを安全かつ効率的に 
活用する力やデータを問題の発見・解決
に活用する力を養う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問題解決にコンピュータや外部装置を活
用する活動を通して情報の科学的な見
方・考え方を働かせて、コンピュータの
仕組みとコンピュータでの内部表現、計
算に関する限界などを理解し、アルゴリ
ズムを表現しプ 
ログラミングによってコンピュータや情
報通信ネットワークの機能を使う方法や
技能を身に付けるようにし、モデル化や
シミュレーションなどの目的に応じてコ
ンピュータの能力を引き出す力を養う。 

①情報やメディアの特性を踏まえ、情報と
情報技術を活用して問題を発見・解決する
方法を身に付けているか。情報に関する法
規や制度、情報セキュリティの重要性、情
報社会における個人の責任及び情報モラ
ルについて理解しているか。情報技術が人
や社会に果たす役割と及ぼす影響につい
て理解しているか。 
②情報に関する法規や制度及びマナーの
意義、情報社会において個人の果たす役割
や責任、情報モラルなどについて、それら
の背景を科学的に捉え、考察できるか。情
報と情報技術の適切かつ効果的な活用と
望ましい情報社会の構築について考察で
きるか。目的や状況に応じて、情報と情報
技術を適切かつ効果的に活用して問題を
発見・解決する方法について考えることが
できるか。 
③①②をふまえ情報社会における問題の
発見・解決に情報と情報技術を適切かつ効
果的に活用しようとする態度、情報モラル
などに配慮して情報社会に主体的に参画
しようとする態度を身に付けているか。 
 
①メディアの特性とコミュニケーション
手段の特徴について、その変遷も踏まえて
科学的に理解しているか。情報デザインが
人や社会に果たしている役割を理解して
いるか。効果的なコミュニケーションを行
うための情報デザインの考え方や方法を
理解し表現する技能を身に付けているか。 
②メディアとコミュニケーション手段の
関係を科学的に捉え、それらを目的や状況
に応じて適切に選択できるか。効果的なコ
ミュニケーションを行うための情報デザ
インの考え方や方法に基づいて表現し、評
価し改善することができるか。コミュニケ
ーションの目的を明確にして、適切かつ効
果的な情報デザインを考えることができ
るか。 
③①②をふまえ情報と情報技術を活用し
て効果的なコミュニケーションを行おう
とする態度、情報社会に主体的に参画する
態度を身に付けているか。 
 
①情報通信ネットワークの仕組みや構成
要素、プロトコルの役割及び情報セキュリ
ティを確保するための方法や技術につい
て理解しているか。データを蓄積、管理、
提供する方法、情報通信ネットワークを介
して情報システムがサービスを提供する
仕組みと特徴について理解しているか。デ
ータを表現、蓄積するための表し方と、デ
ータを収集、整理、分析する方法について
理解し技能を身に付けているか。 
②目的や状況に応じて、情報通信ネットワ
ークにおける必要な構成要素を選択する
とともに、情報セキュリティを確保する方
法について考えることができるか。情報シ
ステムが提供するサービスの効果的な活
用について考えることができるか。データ
の収集、整理、分析及び結果の表現の方法
を適切に選択し、実行し、評価し改善する
ことができるか。 
③①②をふまえ情報技術を適切かつ効果
的に活用しようとする態度、データを多面
的に精査しようとする態度、情報セキュリ
ティなどに配慮して情報社会に主体的に
参画しようとする態度を身に付けている
か。 
 
①コンピュータや外部装置の仕組みや特
徴、コンピュータでの情報の内部表現と計
算に関する限界について理解しているか。
アルゴリズムを表現する手段、プログラミ
ングによってコンピュータや情報通信ネ
ットワークを活用する方法について理解
し技能を身に付けているか。社会や自然な
どにおける事象をモデル化する方法、シミ
ュレーションを通してモデルを評価し改
善する方法について理解しているか。 
②コンピュータで扱われる情報の特徴と
コンピュータの能力との関係について考
察できるか。目的に応じたアルゴリズムを
考え適切な方法で表現し、プログラミング
によりコンピュータや情報通信ネットワ
ークを活用するとともに、その過程を評価
し改善できるか。目的に応じたモデル化や
シミュレーションを適切に行うとともに、
その結果を踏まえて問題の適切な解決方
法を考えることができるか。 
③①②をふまえ問題解決にコンピュータ
を積極的に活用しようとする態度、結果を
振り返って改善しようとする態度、生活の
中で使われているプログラムを見いだし
て改善しようとすることなどを通じて情
報社会に主体的に参画しようとする態度
を身に付けているか。 
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